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⑸　最決昭和 42・5・25 刑集 21 巻 4 号 584 頁（弥彦神社事件）。
⑹　東京地検による 1 度目の不起訴処分理由告知書（2013）2 頁。なお、東京地
方検察庁による 2 度の不起訴処分に関する理由告知書（2013 年 9 月 9 日および
2015 年 1 月 22 日）と東京第 5 検察審査会による 2 度の議決（2014 年 7 月 30 日
および 2015 年 7 月 31 日）については、福島原発告発団の HP（http://kokuso-
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とに特徴的である。The National Diet of Japan, The Official Report of the Fukushima 
Nuclear Accident Independent Investigation Commission (Executive Summary: 2012), 9
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25 刑月 8 巻 4＝ 5 号 253 頁）と、②発生当時の技術水準では爆発のメカニズムが不
明であった石油化学工場の爆発事故（山口地判昭和 54・10・12 判時 948 号 21 頁）
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行為論』（成文堂・1995 年）219 頁、大塚（裕）・前掲註（45）664 頁。また、神戸
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